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第30回全日本カッター

競技大会を迎えて

海上保安大学校長　加　藤　正　義

さわやかを若葉の季節に､波静かを呉湾において､第30回全日本カ

ッター競技大会が開催されることは､誠に喜びに堪えません｡

この大会もすでに30回を迎え､まさに伝統的行事になりましたが､

全国の海事関係大学の学生諸君が､一糸乱れぬチームワークの下､精

魂をかたむけて平素の練磨の成果を競いあうことは､意義深いものが

あります｡

海洋をとりまく環境は､本年の漁業交渉でみられるように､各方面

でますます厳しさを増してきておりますが､諸君が本大会を通じ友情

を深め､海を通じわが国の発展に寄与することを希望いたします｡

おわりに､本大会の開催に寄せられました関係各位の御援助と､御

好意に対し､深甚の謝意を表します｡

昭和61年5月



第30回全日本カッター競技大会

∩
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主　　催　全日本カッター連盟

後　　援　呉　　　　　市

海上保安協会

主　　管　海上保安大学校

日　　時　昭和61年5月18日(冒) (雨天決行)

会　　場　海上保安大学校南側海面

参　加　校　海技大学校　　東京商船大学

鹿児島大学

神奈川歯科大学

神戸商船大学

水産大学校

電気通信大学

東　海　大　学

会　議　日　程

主　将　会　議

EI　時　昭和61年5月17日(ll)

1300-1500

場　所　本館第一会議室

出席者　参加各校主将

及び主務

- 1　-

東京水産大学

長　崎　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重　大　学

海上保安大学校

連　盟　会　議

日　時　昭和61年5月18日(印

大会終了後

場　所　本館第-会議室

出席者　各校顧問教官

及び代表学生2名



会　　長

副会長

審判　長

顧　　問

大　　会　　役

海上保安大学校　　校　　長

海上保安大学校　　副校長

海上保安大学校　　訓練部長

海技大学校

鹿児　島大学

神奈川歯科大学

神戸商船大学

水産　大学校

電気通信大学

東　海　大　学

東京商船大学

東京水産大学

長　講　大　学

日　本　大　学

防衛大学校

三　重　大　学

海上保安大学校

大　　会

実行委員　長

庶　務.会　計

宿　　　　　泊

広　報･渉　外

接　　　　　待

設　　　　　営

舟　艇･器　材

設　　　　　標

進行･放送･記録

警　　　　　戒

審　　　　　判
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出　　漕

海技大学校
顧　問　　澄　川　修　一

氏　　　名　　　科･学年

特修科3NC

本科2N

本科1N

特修科3NC

特修科3NC

特修科3NC

出　身　校　(県名)

宮　崎

宮　崎

長　崎

神奈川

透　特修科3NA大　井

小　川　照　安　　特修科3NA

金　子　俊　明　　特修科3NA

清　田　英　利　　特修科3NA

藤　岡　貴　史　　棒修科3NA

堀　田　光　司　　特修科3EA

中　尾　博　友　特修科3NA

阿　部　　　厳　特修科3NA

松　本　よしと　　特修科3NC

安　井　宏　仁　特修科3EC

中　村　善　香　特修科3NC

鹿児島大学
顧　問　　松　野　保　久

氏　　　名　　　科･学年

崇　　生産　3

太　　水産　2

正　章　　化学　3

貴　博　　増殖　3

睦　博　　水産　2

直　介　　水産　2

存　夫　　水産　2

出　身

安古市
福大大濠
竹　　原

水産　2

正　治　　水産　3

公一郎　　航海　3 中　　央

徳之島
伊集院

直　　　良　治　　水産　3

森　　　青　哉　　水産　3

田　村　浩一郎　　水産　3

福　島　賢　二　　生産　3

75　　　　加古川東

73　　　　　郡　　山

鹿　　屋　　　鹿児島純　二　　環境　声

泰　樹　　水産　3

太　　水産　2

丞
山

繭

63　　　　錦江湾　　　鹿児島

72　　　　福大大濠　　　福　岡

鹿児島玉　　龍　　　鹿児島

桧山北　　　愛　媛

北須磨　　　兵　庫

福　永　文　人　　水産　2

三　浦　正　也　　水産　2

森　　　英　樹　　水産　2

3
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出　　漕　　ク　　ル　　ー

神奈川歯科大学

顧　問　　横　田　幸　訓

氏　　　名　　　科･学年　　身長(cm)

主　将　　林　田　喜利人　　歯学　5　　　　172

体重(kg)　出　身　校　(県名)

73　　　　校　　陽　　　神奈川

主　務　　佐　藤　　宏　　歯学4　　　176　　　　62　　　　七里が浜　　神奈川

艇指揮　　林　田　書利人　　歯学　5　　　172　　　　73　　　松　陽　　神奈川

艇　長　　伊集院　歴　任　　歯学　4　　　170　　　　69　　　熊本マリスト　　鹿児島

1　　平　野　　淳　　歯学1　　178　　　　70　　　　大田原　　栃　木

壁
田

両
頭

2

3

4

5

主三重

iZa

上空

邑盟

主Z旦

主ヱ旦

邑妃ヨ

@
171

62　　　　　七里が浜

60　　　　　日大三島

6　　　　角　田 神奈川

秦　　野57神奈川

……　誓鶴'pBJi　霊霊秀　　明　　　東　京

60　　　　甲府-　　　山　梨

歯学　3　　　　165

歯学　3　　　　167

歯学1　　　169

歯学1　　　172

59　　　　桐　　朋　　　埼

62　　　　　日　大-

62　　　　金

65　　　　　小

神戸商船大学
顧　問　　鈴　木　三　郎

氏　　　名

主　将　　西　村　敏　正

主　務　　佐　川　雄　彦

艇指揮　　猪　坂　順一郎

科･学年　　身

機関　4

航海　4 園

原子動力　4　　　　181 金沢桜丘

河　　南艇　長　　今　岡　幸　司　　機関　3　　　　173

文　　機関　3　　　　174

曲
l瑚 藷羅管理　4　　　170

正　　機関　4　　　　177

司　輸送科学　3　　　　170

央　　航海　4　　　　178

機関　4　　　　180 77　　　　　島　　上

72　　　　福大大濠

70　　　　長崎北

65　　　　　岐　　山

65　　　　本　　巣

63　　　　尼崎稲園

63　　　　　豊　　島

航海　3　　　　178

田　　　尚　　機関　3　　　　171

井　雅　澄　　航海　3　　　　170

井　文　明　　機関　2　　　　174

機関　4田　　　裕　　　　　　　　　　172

乗　龍　司　　機関　4　　　　171

下　　　孝　　機関　3　　　　167

境　　寛　治　潅罷管理　2　　　178
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出　　漕

水産大学校
顧　問　　高　島　未　夫

氏　　　名 身　校　(県名)

北海道幌西
尾　　　大　阪

方　　　大　阪

芝　　　奈　良

田　　　愛　知

橋旭　　　千　葉

ノ　内　　　徳　島

橋　正　行　　増殖

平　　　勇　　漁業

機関　2

機関　3

製造　3

北海道札幌西
長　　尾　　　大　阪

加古川東
一宮南

香　　住

高　　鍋

徳島市立

府中西
多治見北
八　　女

電気通信大学
顧　問　　石　島　　　巌

氏　　　名　　　科･学年

吉　田　義　明　　情報処理　3

長谷川　　　純　電波情報　2

吉　田　義　明　　情報処理　3

若　生　人　男　専攻科1

川　本　康　行　電波通信　4

長谷川　　　純　電波情報　2

宮　地　泰　智　電波情報1

池　田　文　人　電波情報1

鈴　木　富士雄　専攻科1

稲　葉　秀　樹　電波通信　4

永　尾　治　義　電波情報　3

南　雲　宏　行　専攻科1

須　田　和　浩　電波情報　2

野　路　幸　弘　葡厳酷　4

河　野　　真　電波情報　2

大　場　満太郎　電波情報　2

前　田　光　浩　機械工学　5

身　校　(県名)

布志　　　鹿児島

橋　　　東　京

布志　　　鹿児島

神奈川ケ　尾

島南　　　東　京
一　　橋　　　東　京

富士河口湖　　山　梨

社　　　東

西　　　東

石　　巻

東工大附

潟西
千　葉橋西

田　　　神奈川

瀬　　　神奈川

川　　　宮　城

倉　　　東　京
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漕

東　海　大　学

顧　問　　奥　田　郁

氏

主　将　　長谷川

主　務　　伊　藤

艇指揮　　伊　藤

艇　長　　浜　田

(県名)

村　　　福　島

名北　　　三　重

名北　　　三　重

松島　　　徳　島

城　　　愛　知元　野

圭__過

松　岡

星　　陵　　　石　川

サレジオ　　　神奈川

4　　　　水　谷

5　　　　熊　川

6　　　　上　村

7　　　　長谷JIl

五　　条

安古市
三崎水産

田　　村

市　　岡

別府鶴見丘

弘　　前

市川北
尼崎小田

清　　風

城　　南

山　田

宮　迫

磨

喜多川

東京商船大学
顧　問　　吉　田　卓　也

氏　　　名　　　科･学年　　身

勝　己　　航海　4

新　　機関　4

己　　航海　4　　　　172

仁　　機関　3　　　　165

治　　航海　3　　　　175

猛　将　　航海　3　　　　172

航海　4介　　　　　　　　　　177

治　　機関　4　　　　168

航海　4平　　　　　　　　　　171

久　　機関　3　　　　177

税　　機関　3　　　　182

航海　3　　　　173

洋　　機関　4　　　　172

機関　3彦　　　　　　　　　　　172

治　　機関　4　　　　165

航海　3　　　　172

信　　機関　3　　　　174

進　覇轟工学　2　　　172

73　　　　　下

妄言　　熊商大付福　　岡廷

壁
田

垂
坦

塗
檎

65　　　　　高

豊

鹿児島王龍

滑水南
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出　　漕

東京水産大学
顧　問　　宮　崎　芳　夫

氏　　　名　　　科･学年

和　義　食品生産化学

芳　治　食品工学

哲　朗　水産養殖

直　起　水産養殖

天　水産養殖

出　身　校　　(県名)

夕陽丘　　　大　阪

加古川東　　　兵　庫

立教英国学院　　東　京

高松西 香　川

横浜平沼　　　神奈川

岡山一宮　　　岡　山

北　　園　　　東　京

香

裏
山

面

児　　島

久美浜
加古川東

水

松　未

辰　巳

徳　重

治　　食品

夕

嚢
壁
舵

義　　食品生産化学

彦　海洋環境工学

遠　藤　　　有　食品工学

薮　崎　秀　人　漁業生産

小俣方　　　亨　水産養殖

大須賀　　　寧　漁業生産工学

田　代　　　充　海洋環境工学

石　　山

千　　歳

高　　田

古河第三

熊本マリス

宇都宮東

資源増殖

漁業生産工学

漁業生産

司

名　　　科.学年　　身長(cm)　　体重(kg)

郎　漁業科学　3　　　　177　　　　　75

出　身　校　　(県名)

長崎北　　　長　崎

大分鶴崎　　　大　分

長崎水産　　　長　崎

伝習館 福　岡

福岡水産福岡水産　　　福　岡

室戸岬水産　　高　知

司　　漁業科学　3

樹　鰻科学　3　　　　168

之　海洋生産　4　　　　160

手　隆　幸　水　産　2　　　　173
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壁
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出　　漕

出　身　校　(県名)

岩　手花巻
名　　　科･学年

食品舶　4

柘　植　4

柘　植　4

坐

坐

壁
小

祐　食品経済4

農芸化学　3

農　　3 日大豊山

海　　星

日大豊山

呉

春日井西
浦和市立
八戸北

彦　食品工　2

彰　　林

朗　　水　産

照　畜　産

良品煎ti:L_'i

主L7_J_ li

水　産

直冒墨漬

畜　産

東　京日　大一

日　　大　　　神奈川

東　京日　大一

大　　垣　　　岐　阜

富　　岡　　　群　馬

希望ケ丘　　　神奈川64

防衛大学校
顧　問　　坂　東　勝　昭

氏　　　名

谷　常三郎

井　伸　吾

谷　常三郎

弘　紀

田　　　保

出　身　校　(県名)

銚　　子　　　千　葉

八　　幡

銚　　子　　　千

千　葉佐　　倉

鹿児島国　　分

兵　庫鳩　　尾

智弁学園　　　奈　良

佐　藤　友　厚

永　井　和　夫

佐々木　龍太郎

刀　根　啓　太

福大大濠
皇学館
札幌旭丘

網走南ケ丘

洛　　南

福大大濠

尼崎北
福大大濠
旭　　丘

岐　　阜

大　　村

福大大濠
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北海道
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科･学年

井　　　猛　　機械　3

藤　　　暁　　建築　2

水産　4

水産　4

水産　2

弦　　工化　3

暁 建築　2

淳　　機械　4

治　　水産　4

史　　機械　3

水産　4隆

郎　　技術　2

幸　　技術　3

猛　　機械　3

水産　4伸

篤 医　2

水産　4樹

土木　2

誠　　文化1

水産1

海上保安大学校

顧　問　　小　林　正　幸

氏　　　名　　　科･学年

Ⅰ　4

Ⅰ　3

Ⅰ　4

Ⅲ　4

Ⅲ　3

Ⅱ　4

Ⅰ　4

Ⅲ　3

2

2

局

出　身　校　　(県名)

上　　田　　　長　野

隠　　岐　　　島　根

上　　田　　　長　野

私立高知　　　高　知

倉敷南 岡　山

鹿児島中央　　鹿児島

済々骨　　　熊　本

池　　田　　　大　阪

函館中部　　　北海道

鹿児島中央　　鹿児島

池　　田　　　大　阪満　　　　　2

朗　　　　　　2二ノ･こ河JJj

宣j
壁._過

大久保

上　村

徳　永

西　分

布志 鹿児島

房　　　千　葉

岐　　　島　根

葉南　　　千　葉

丸　　　鹿児島

種子　　　鹿児島

1　3

潔　　　Ⅰ　3

洋　　　Ⅰ　4

城　　　Ⅰ

紀

佐石保北　　　長　崎
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会

小醍女島
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審　判　規　則(昭和56年5月3柑改正)

1.使用艇､オールおよびコースはレースの都度

抽選により決定する｡

2.スタート

(1)各艇は指定の時刻､コース順に従い､スタ
ートラインに整列する｡

(2) 5分前をマイクにより通達スタートブイに

つく｡ブイにつき用意が完了したら艇長は陸

上の審判員に白旗を直立し合図する｡

(3)スタート用意:号笛短声連続､手旗2原画､

号笛長一声手旗頭上より-回転する｡

(4)スタート:頭上の手旗を垂直に振下すと同

時に号砲を打っ｡

3.審判長､審判員がスタートを不完全と認めた

折｢　　ときは､直ちにレースを中止せしめ､スタート
ラインに呼び返す｡

諸信号､審判艇コース横断｡

4.スタートにおける号令前の飛び出しおよび艇

の事故によるスタートの遅速等により正常をス

タートができをいときはスタートをやり直すが､

2回目に正常をスタートを行わをかった艇は､

それが1回目と同一艇であると否とにかかわら

ずその艇は央格とする｡

5.回頭は左回頭とする｡回頭は指定の回頭旗を

回頭するものとし､他の回頭旗を回頭した場合

および回頭旗に艇またはオールの一部でも接触

した場合は失格である｡

6.ゴール:艇首が規定のゴールラインに入った

順序をもって順位とし順序は審判員が判定する｡
7.同着の場合は追込艇の勝とする｡

8.ゴールイン時のスタートブイタッチは失格と

しをい｡

9.各艇は自己のコースを航行し､もしこれを誤

って他の艇に接触その他不正行為があったと審

判員の認めたときは央格とする｡

10.レース中のコースにおける障害､自艇の故障

などは他艇の不正を接触を除く他各艇自らこれ

を忍ぶべきものとする｡しかし審判長の判断に

よりこの限りでをいときもある｡

ll.レースに関する異議申立などはすみやかに艇

指揮がこれを行い､審判長が裁決する｡

12.オールは予備2本を積み自由に使用してよい｡

13.補欠は2名以内自由に交替できる｡

14.オールは流したままゴールインしてよい｡

15.本審判規則における失格とは当該レースのみ

に関するものであり､その成績は当該レースの

最下位とみをす｡

レースの手引

本大会に使用される艇は長さ9m12人漕ぎのカッターである｡救命艇として使用されるものであるが､
一般のそれは緒嫡同型であるのに対し､娘を切落して外観は普通の舟艇と変わりをい｡艇はF. R. P製

で､オール12本(各々長さ約4.3m､握りの直径7.5cm､重さ8ないし9kgである)マスト､セール等の

騰装品を備え帆走も可能である｡漕手はCrewと呼ばれ､艇尾より艇首に向かって､右側の者が1番､同

､ _ :: _ -:71 _--,:=-…三:I;.:_二三二二三三三_i_三三三;=i:;.-I≡三-_-_,≡ミミ三芸…
かけ指揮するのが艇指揮である｡艇指揮は艇のすべての指揮を行をい船長に相当する｡

レース距離は折返し2,000mの直線コースで行う｡各艇の艇首が一直線に並んだ時､号砲の信号を

もってスタートし､スタートラインより1,000mの所に設置された各コースごとの回頭旗を､艇をこれ

に接触させずに左回り(反時計回り)に回頭して帰ってくる｡即ちスタートラインがそのままゴールラ

インでゴールは艇首がゴールラインに達した時とする｡予選は各グループ4または5チームで実施する｡

各グループの優勝チームおよび敗者復活戦で1位および2位とをった計5チームによって最後に優勝

戦が行なわれる｡ ~レースはいずれも時間的ずれによる海況の変化等の影響のためにタイムレースでなく

着順位である｡ピッチ(1分間に漕ぐ回数)は大体30前後であるが､各チームとも漕法の研究を重ねて

いるので必ずしも一意では巻く､それぞれ特色のある漕法によるピッチを持っている｡レース所要時間

は10分余であるが､しかし救命艇という性質上､いかなる荒海でもレースは行われ､そのようを場合

には30分にも及ぶことがある｡カッターレースは10分余の間､一瞬といえども息を抜くことを許されず､

しかもクルー全員の呼吸が完全に一致しをければならかゝ｡レースの見所は､ピッチをいくらに定める

か､スタートダッシュ､回頭､ラストスパートの巧拙､風浪､海潮流の対策､利用の巧拙等たゆまぬ練

習､シーマンシップを完全に身につけた者が初めて克服できる実技を兼ねた､最も豪快を海のスポーツ

であるo

- iJl　-
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13-16 ��2ﾓ���13-34 ��2ﾓCB�14-27.2 ��Bﾓ3B���14-18.1 ��BﾓS"繧�15-02.6 ��Rﾓ3��"�

3 �3B綯縒�呉 ��X蝎�R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 �8ﾈｹ顫I�I�R�神戸商船大 倅�I�R�幹候校 丶8ｵｩ�R�長崎大 俾ﾘ髯8y�R�
ll-35.6 免ﾂﾓ3b�2�1ト52.7 ��"ﾓ�2綯�1ト53.4 ��"ﾓ�ゅR�12-15.7 ��"ﾓ�R�2�12-37.8 ��"ﾓSゅ��13-25.6 

4 �3R綯絣�横須賀 ���ｸⅹ�I�R�水産大 丶9]ｹ�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�三重大 �8ﾈｹ顫I�I�R�鹿児島大 �+xﾞ��R�日本大 ��
13-07.2 ��2ﾓ�b�13-17.6 ��2ﾓ#r縒�13-19.8 ��2ﾓ#2�"�13-31.5 ��2ﾓS"�"�14-00 ��bﾓ#b���

5 �3b絣�#��神戸 �8ﾈｹ��X蝎�R�水違大 倅�I�R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 �+xﾞ��R�日本大 丶8ｵｩ�R�
16-23 ��rﾓ�2�17-26.6 ��rﾓ#偵��17-02.6 ��rﾓ3"繧�17-55.3 ��rﾓC"纈���蔦32紕�20-52.4 

6 �3r絣�#r�館山 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 ��X蝎�R�三重大 �8ﾈｹ��X蝎�R�神戸商船大 �+xﾞ��R�海保大 俾ﾘ髯8y�R�日本犬 ��
12-17 ��"ﾓ#r�12-53 ��2ﾓ���12-35 ��"ﾓC��13-23 ��"ﾓS��13-03 ��2ﾓ#��

7 �3ゅR��纈�負 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�三重大 冉���R�東京商船大 ��X���R�長崎大 �?ｩgｹ�R�鹿児島大 丶8ｵｩ�R�
ll-31.1 免ﾂﾓ32�2�12-06.6 ��"ﾓ�2絣�ll-41.1 免ﾂﾓCR�ll-45.7 ��"ﾓ#B�2�12-24.3 ��"ﾓ3��"�13-13.5 的f���S��ﾓS��)�c�(���

8 �3偵R����館山 ���ｸⅹ�I�R�海保大 �8ﾈｹ顫I�I�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�二重大 俾ﾘ髯8y�R�水違大 �+xﾞ��R�海技大 �?ｩgｸﾊ"�
ロJD 10-23 ���ﾓ#偵B�ノヽロ口 10-32 免ﾂﾓ�B�10-31.6 ���ﾓCB�ll-14.7 ���ﾓCR紕�10-45.8 免ﾂﾓ#2�ll-31.7 添f���Vﾃ�ﾓS2緤�c#x����(ﾒ��c�����(��,ﾓ�､9z(8ﾈ�ｸ5��

9 鼎�絣��綯�神戸 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 ��X���R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�鹿児島大 倅�I�R�東京商船大 �+xﾞ��R�日本大 丶8ｵｩ�R�
ll-34.8 免ﾂﾓC��1ト41.4 免ﾂﾓS"���ll-41.8 免ﾂﾓCr�ll-50.6 ��6sCB綯�12-03.8 ��"ﾓ�2繧�12-49.8 

10 鼎�絣��R�三軍沖 丶9]ｹ�R�防衛大 倅�I�R�日本犬 ���ｸⅹ�I�R�水違大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�長崎大 丶8ｵｩ�R�
10-34.3 ���ﾓCR�10-55.3 免ﾂﾖﾆﾂ�"�ll-25.5 免ﾂﾓ3�紕�12-18.0 免ﾂﾓ#�絣�ll-24.2 免ﾂﾓS�紕�12-03.3 �8��決ﾗ�,ﾓ"ﾃ���ﾘ8ﾈ�ｸ5���"�

ll 鼎"絣��B�呉 冉���R�海保大 倅�I�R�東京商船大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 ��X���R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�
ll-31.3 免ﾂﾓ32絣�ll-47.8 免ﾂﾓSB紕�ll-44.8 免ﾂﾓCb���ll-47.5 免ﾂﾓSr縒�ll-57.8 ��"ﾓ#R紕�12-34.0 

12 鼎2絣����館山 冉���R�神戸商船大 丶9]ｹ�R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�三重大 �+xﾞ��R�日本大 ��X蝎�R��X���R�海技大 忠8ﾈｹ��X蝎�R��蓼��R�
10-50.2 免ﾂﾓ�R�"�ll-10 免ﾂﾖﾆﾂ�ll-17.6 免ﾂﾓ3��"�ll-15.7 免ﾂﾓ3����"ﾓ�r���ｸⅹ�I�R�

13 鼎B絣�#2�呉 冉���R�東京商船大 丶9]ｹ�R�三重大 �+xﾞ��R�鹿児島大 丶8ｵｩ�R�神戸商船大 
ll-34.0 免ﾂﾓCb���ll-52.6 ��"ﾓ�2綯�ll-46.1 ��"ﾓ�R紕�12-22.1 ��"ﾓ3"縒�12-48.9 

14 鼎R絣��r�′三=▼JtiTr 冉���R�長崎大 丶9]ｹ�R�日本犬 �8ﾈｹ顫I�I�R�鹿児島大 ��X���R�東京水産大 丶8ｵｩ�R�剴d通大 畠仔 ��"ﾓ�b���12-16.8 ��"ﾓ3B紕�14-16.1 ��Bﾓ3�紕�14-38.2 ��BﾓSB�15-08.0 ��Rﾖﾆﾂ�15-29 ��RﾓCB�19-ll.4 

15 鼎b絣��綯�西宮沖 冉���R�神戸商船大 俾ﾘ髯8y�R�長崎大 �8ﾈｹ顫I�I�R�日本犬 �8ﾈｹ��X蝎�R�水違大 丶9]ｹ�R�三重大 丶8ｵｩ�R�ネ*1%_'去I5警13 
ll-45 ��"ﾓ�"纈�12-36.4 ��2ﾓC"紕�13-09 ��2ﾓ#�縒�12-27.8 ��2ﾓ��縒�13-06.3 ��2ﾓ�B���14-59.8 

16 鼎r絣�#��馬堀 冉���R�海保大 ���ｸⅹ�I�R�鹿児島大 倅�I�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�水違大 �8ﾈｹ顫I�I�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�電通大神奈川歯大 
ll-01.3 免ﾂﾓ�B���1ト16.1 免ﾂﾓ�r���ll-30.7 免ﾂﾓ3����ll-31.1 免ﾂﾓSR�"�ll-30.4 ��6sS����12-00.6 ��2ﾓ�ゅS�2ﾓC�綯�6I,ｩ�Y��=��ﾈ餾�R�

17 鼎ゅR�#b�呉 丶9]ｹ�R�東京水産大 �8ﾈｹ顫I�I�R�長崎大 ��X蝎�R�三重大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 俾ﾘ髯8y�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�
ll-37.6 免ﾂﾓS����ll-50.8 免ﾂﾓcR絣�ll-52.3 免ﾂﾓSゅ��ll-33.9 免ﾂﾓC2纈�12-15.4 ��"ﾓ3�纈�12-56.4 

18 鼎偵R��纈�館山 �+xﾞ��R�海保大 ��X���R�神戸商船大 冉���R�東京水産大 俾ﾘ髯8y�R�東京商船大 倅�I�R�日本犬 丶8ｵｩ�R�
ll-26.4 免ﾂﾓC��ll-50 免ﾂﾓSB�"�12-04.3 免ﾂﾓC"綯�ll-54.2 ��"ﾓ�ゅr�12-28 ��"ﾓ3偵��12-38.1 ��2ﾓ#2紊�2ﾓ3ゅ��S�)yC暢､23�&ﾆ鼎�偵R｣�B�

19 偵S�絣����富浦 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 �+xﾞ��R�鹿児島大 �?ｩgｹ�R�水違大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大 倅�I�R�
ll-18.1 免ﾂﾓ#��ll-44.3 ��"ﾓ�2絣�ll-46 免ﾂﾓS"纈�12-06.2 免ﾂﾓS偵"�12-10.6 ��2ﾓ�偵B�15-51.9 

20 鉄�絣��b�芦屋沖 ���ｸⅹ�I�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�海保大 俾ﾘ髯8y�R�日本大 ��X���R�三重大 冉���R�東京商船大 ���=��ﾈ餾�R�
ll-05.4 ��6s���"�ll-ll.3 免ﾂﾓ�r綯�ll-26.0 免ﾂﾓ3ゅb�ll-44.8 免ﾂﾓS"綯�ll-41.4 ��"ﾓ���"�12-17..8 

21 鉄"絣�#��馬堀 丶9]ｹ�R�神戸商船大 冉���R�鹿児島大 ��X蝎�R�長崎大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東薙大 �8ﾈｹ顫I�I�R�三重大 �?ｩgｹ�R�神奈川歯大電通大海技大 
10-13.2 ���ﾓ�b紕�10-25 ���ﾓCR繧�10-48.5 ���ﾓ3��ll-05 免ﾂﾓCR���10-42.8 免ﾂﾓ�b�ll-29.3 免ﾂﾓ3�繝�6sC��2ﾓ�R紕�

22 鉄2絣�#��輿 丶9]ｹ�R�水違大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 �+xﾞ��R�東京水産大 俾ﾘ髯8y�R�東京商船大 倅�I�R�海技大 �8ﾉ>9�R�神奈川歯大電通大 
ll-01.3 免ﾂﾓ�"���ll-21.2 免ﾂﾓ#2繧�ll-31.5 免ﾂﾓSr縒�12-19.6 ��"ﾓ#����12-01.4 ��"ﾓ�r縒�12-ll.1 ��"ﾓ#B纉�2ﾓ�"絣�

23 鉄B絣�#��江田島 �+xﾞ��R�神戸商船大 冉���R�海保大 �8ﾈｹ��X蝎�R�東薙大 ��X蝎�R�三重大 �8ﾈｹ顫I�I�R�海技大 俾ﾘ髯8y�R�神奈川歯大電通大日体大 
12-13.1 ��"ﾓ#�纈�12-25 ��"ﾓ3��12-38.4 ��"ﾓ3偵B�12-47.2 ��"ﾓSr�"�13-28.8 ��"ﾓCゅR�13-10.4 ��2ﾓC2緜�Bﾓ�ゅ#�2ﾓ#ゅR�

24 鉄R絣����芦屋沖 �8ﾈｹ��X蝎�R�鹿児島大 ��X蝎�R�長崎大 丶9]ｹ�R�東京商船大 �?ｩgｹ�R�防衛大 ���ｸⅹ�I�R�東海大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大電通大 
ll-17.1 免ﾂﾓC2�ll-45.2 免ﾂﾓS2絣�1ト55 免ﾂﾓCb絣�ll-59.1 ��6sS偵2�12-08.1 ��"ﾓ�"紕�12-56.8 ��2ﾓ�b紊�2ﾓ#b繧�

25 迭綯絣�3��馬堀 �8ﾈｹ��X蝎�R�日本大 ���ｸⅹ�I�R�防衛大 ��X蝎�R�鹿児島大 �8ﾈｹ顫I�I�R�長崎大 丶9]ｹ�R�東海大 倅�I�R�神奈川歯大海技大電通大 
1ト00.7 免ﾂﾓ�b絣�1ト16.9 免ﾂﾓ�r���ll-20.3 免ﾂﾓ#2綯�ll-36.4 免ﾂﾓC"�2�1.1-39.6 ��"ﾓ3��12-31.6 ��"ﾓ3B�#�"ﾓCb�#�"ﾓC偵"�

26 鉄r絣��r�負 丶9]ｹ�R�東京水産大 冉���R�東京商船大 俾ﾘ髯8y�R�神戸商船大 ��X蝎�R�日本犬 �+xﾞ��R�東海大 丶8ｵｩ�R�神奈川歯大電通大 
1ト15.2 免ﾂﾓ#R絣�1ト33.7 免ﾂﾓ3偵R�ll-24.4 免ﾂﾓ3B絣�ll-36.5 ��"ﾓ�ゅ��ll-57.2 ��"ﾓ#�繧�12-51.5 ��2ﾓ�ゅS�2ﾓ#r紕�

27 鉄ゅR�#��馬堀 冉���R�東京商船大 丶9]ｹ�R�神戸商船大 �?ｩgｹ�R�鹿児島大 �+xﾞ��R�東京水産大 免ﾂﾓ#����ll-23.2 丶8ｵｩ�R�東海大神奈川歯大電通大 
10-53.6. 免ﾂﾓ�R綯�ll-10.4 免ﾂﾓ�R�ll-33.2 免ﾂﾓ�"���ll-15.4 ��6s�偵��冤l-50.8 ��"ﾓ���#�"ﾓCR���"ﾓSゅ"�

28 鉄偵R�#��芦屋沖 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 �8ﾈｹ顫I�I�R�水産大 俾ﾘ髯8y�R�三重大 丶9]ｹ�R�日本犬 �+xﾞ��R�神戸商船大 �8ﾈ､9�R�海技大電通大神奈川歯大 
10-57.5 免ﾂﾓ�2�"�ll-21.2 免ﾂﾓ#r紕�ll-32.5 免ﾂﾓ#����1ト26.3 免ﾂﾓ3"繧�ll-36.0 免ﾂﾓ#偵b�12-14.7 ��"ﾓ#�經�2ﾓ�r繝�2ﾓ�R���

29 田�絣����東京 �8ﾈｹ��X蝎�R�防衛大 ��X���R�鹿児島大 �?ｩgｸﾊ"�海保大 倅�I�R�神戸商船大 �+xﾞ��R�海技大 ���=��ﾈ餾�R�電通大東海大東京商船大 
17-12.3 ��ふ3偵��21-08.8 �#�ﾓ�b���24-44.1 ��蔦�"���19-27.4 �#�ﾓSゅR�25-35.8 
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